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以
下
の

蛮
な
ど
諸
外
国
の
船
の
呼
称
で
、
そ
の
船
体
が
黒
塗
り
で
あ
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る

西
洋
の
船
が
浸
水
と
腐
食
を
防
ぐ
た
め
に
黒
色
の
ピ
ッ
チ
を
塗
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
南
蛮
船
を
〈
黒
船
〉
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は

『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
で
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

`
J
 

C
u
r
o
n
m
e
.
 

breada c
o
m
o
 a
 Na
o
 q
u
e
 v
e
m
 da In ,
 

d
i
a
 

(Curofune. 
ク
ロ
フ
ネ
〔
黒
船
〕
イ
ン
ド
か
ら
来
る
N
a
o

型
の
帆
船
〕
の
よ
う
な
ピ
ッ
チ
塗
り
の
船
）

こ
こ
で
間
題
な
の
は
、
『
言
海
』
を
援
く
限
り
、
明
治
二
二
年
の
時

点
に
お
い
て
、
〈
黒
船
〉
は
中
世
末
期
の
南
蛮
船
の
み
を
指
す
言
葉

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ペ
リ
ー
来
航
船
を
指
す
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
磨
い

つ
か
ら
〈
黒
船
〉
と
呼
ん
だ
の
か
、
ま
た
、
現
在
な
ぜ
ペ
リ
ー
の
船

の
み
が
〈
黒
船
〉
と
呼
ば
れ
、
〗
開
国
」
の
象
徴
と
し
て
眼
介
さ
れ

る
の
か
疑
間
が
生
じ
よ
う
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
〈
累
船
〉
を
巡

る
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
の
胚
史
的
経
緯
と
背
景

を
叫
ら
か
に
し
だ
い
。

る,,_ 

〈
黒
船
〉

(
1
)
〈
黒
船
〉
の
初
出

目
下
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
の
最
も
早
い
時
期
の
用
例
と
し
て
、

豊
臣
秀
吉
が
天
正
一
五
年
(
-
五
八
七
）
に
発
布
し
た
「
伴
天
連
追

放
令
」
が
挙
げ
ら
汎
る
。
そ
の
内
容
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
に
国

外
追
放
を
命
じ
た
も
の
で
、
た
だ
し
、
沢
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
は

高
九
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
許
容
し
、
仏
怯
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
限

り
}
J

・
キ
リ
／
，
タ
ン
国
か
ら
の
往
来
は
自
由
で
あ
る
と
規
定
し
た
と
い

4
 

ナ
よ
ろ
つ
。

ヴ

てッ

日
奉
ハ
神
国
た
る
処
き
り
し
た
ん
国
よ
り
邪
法
を
授
候
儀

太
以
不
可
然
候
事

其
国
都
之
者
を
近
付
門
徒
に
な
し
袢
社
仏
閤
を
打
破
之

由
前
代
未
聞
侯
国
郡
在
所
知
行
等
給
人
に
被
下
侯
儀

者
当
座
之
事
候
天
下
よ
り
の
御
法
度
を
相
守
諸
事

可
得
其
意
処
下
々
と
し
て
狼
義
曲
事
事

伴
天
連
其
知
恵
之
法
を
以
心
さ
し
次
第
二
檀
那
を
持
候

と
被
思
召
侯
ヘ
ハ
如
右
日
域
之
仏
法
を
相
破
事
曲
事

候
条
伴
天
連
儀
日
本
之
肌
ー
一
ハ
お
か
せ
ら
れ
間
敷
候
間

今
日
よ
り
廿
日
之
間
二
用
意
什
可
犀

下
々
伴
天
連
に
不
謂
族
申
懸
も
の
在
之
ハ
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の
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
．
＇

沿
と
い
、
黒
い
船
倅
を
も
っ

音
示
し
ビ
と
、
い
う
。
こ
の
よ
う
こ

廿．，
’

7

/

＼

ー

・

二
と
を

Jヽ

し

に
お
い
て
も

r'

船
依 ヽぅ

9-‘ ,3,！! 

四
条
目
に
出
て
く
る

あ
る
「
天
正
十
六
年
閏
五
月
十
五

十
六
年
辛
亥
季
秋
口
付
家
康
栄
〔

7

」
と
い
っ
た

易
に
係
る
規
則
を
定
め
た
「
天
正
十
六
年
五
月
十
八

」

と

い

っ

た

に

も

み

と

め

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

で
ぎ
る
。

-i 
~i: 

一
ち
ょ
、

し

9

.

b

」
や
「
慶
長

き
事

ヶ
島
の
沖
に
来

汗
進
す
、
依
て
阿
蘭

-
-
、
二
艘
の
開
閏
南

虹鉛特う 大し言二れ
ち二が゜こ＊て莱-て
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自
今
以
後
仏
法
の

不
及
申
い
つ
れ
に
て
も

い
つ
れ
に
て
も
き
り
し
た
ん

候

条

可

成

其

意

事
已
上

天
正
十
万
年
六
月
十
九
日
5

/¥ 

に
つ
い
て
見
て
お
こ

外
政
策
に
よ
っ
て
関

そ
の
丁
を
目
的
と
し
て
貿
易

}12

。
と
こ
ろ
が
、
幕
府
は

の
内
六
一
人
を
処
刑
し

頸
林
虚
が
募
附
の
命

一
覧
」
(
-
八
五
三
序
）

正
保
四
年

〈
黒
船
〉
と
い
う

の
船
を
指
す
表
現
と

な
ど
と
い

-2?-



ポ
ル
ト
ガ
ル
（
や
ス
ペ
イ
ン
）
と
貿
易
を
行
っ
て
い
た
時
代
に
お
い

て
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
語
は
通
航
関
係
に
あ
る
南
蛮
船
を
指
し
て
い

た
16

。
し
か
し
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
事
件
以
降
、
〈
黒
船
〉

の
語
義
は
元
の
ま
ま
南
蛮
船
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
前
時
代
と
は

変
わ
っ
て
「
通
航
が
禁
じ
ら
れ
た
異
国
船
」
に
対
す
る
不
審
の
眼
差

し
ま
で
含
ん
だ
言
業
に
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
林
子
平
『
海
国

兵
談
』
（
一
七
八
六
）
に
お
い
て
異
国
の
ロ
シ
ア
船
を
「
黒
船
」
と

称
し
て
い
る
の
は
そ
の
表
れ
で
あ

(
2
)
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
時
の
呼
称

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
を
は
じ
め
と
す
る
ペ
リ
ー
艦
隊
に
は
浸
水
・
腐
食

防
止
の
た
め
の
チ
ャ
ン
が
塗
ら
れ
、
黒
色
の
船
体
で
あ
っ
た
こ
と
が

人
口
に
謄
炎
し
て
い
る
た
め
、
来
航
当
初
か
ら
〈
黒
船
〉
と
呼
は
汎

て
い
た
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
リ
ー
来

航
船
の
呼
称
を
、
同
時
代
で
あ
る
嘉
永
六
＼
七
年
(
-
八
五
三
＼

五
四
）
の
資
料
に
捜
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
幕
領
で
あ
る
汀

戸
、
大
坂
、
京
都
の
町
触
に
は
〈
黒
船
〉
で
は
な
く
、
「
夷
船
」
や
「
異

国
船
」
と
あ
っ
た
18

。
次
に
、
地
方
に
目
を
や
る
と
、
例
え
ば
熊
本

で
は
、
パ
リ
ー
艦
髯
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
纏
め
た
藩
の

.

1

9

に
ペ
リ
ー
来
航
船
の
記
述
が
見
ら
札

六
月
十
七
日

一
、
去
ル
八
日
江
戸
差
立
候
上
之
早
釘
之
御
飛
脚
、
今
昼
着
、

異
国
船
内
海
江
乗
入
候
も
難
計
候
付
、
本
牧
辺
よ
り
御
人

数
被
差
出
候
段
申
来
候
事
、
但
し
委
細
者
自
筆
状
奥
キ
書

之
事
、

こ
れ
に
は
＼
ペ
リ
ー
の
船
が
「
異
国
船
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
中
央
政
府
で
あ
る
江
戸
幕
府
か
ら
藩
が
作
成
し
た
公
的
な

文
内
に
〈
黒
船
〉
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

ご
い
、
私
的
な
記
述
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
嘉
永
六
年

ニ
八
五
こ
六
月
ニ
―
一
日
に
、
浦
賀
奉
行
戸
田
伊
豆
守
氏
栄
20

か

ら
在
附
J

、
行
り
）
外
太
郎
（
石
見
守
弘
道
）
へ
送
ら
れ
た
書
簡
に
は
、

以
F
の
よ
う
に
「
軍
艦
」
と
あ
る
。

一
朝
議
紛
冗
一
定
仕
間
敷
と
奉
存
候
、
扱
書
翰
一
条
一
同
御

示
之
事
二
て
愚
論
甲
上
恐
縮
、
た
た
し
再
案
仕
候
二
、
何

卒
御
返
翰
受
取
御
申
上
候
、
当
年
中
再
渡
可
致
、
数
艘
之

軍
~
二
て
渡
来
之
事
候
は
、
衆
人
の
肝
を
洗
ひ
候
事
故
、

御
触
有
之
候
而
銘
々
覚
悟
為
致
度
も
の
ニ
ハ
熊
之
哉
如

何
‘
[
中
略
]

六
月
廿
二
日

井
戸
石
見
守
様
21

戸
田
伊
豆
守

印
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こ
の
よ
う
に
、
ベ
リ
ー

や
「
巽
国
船
」
と
い

さ
て
、

の
し
応
。

坑
図
」

江
戸

t

い
た
こ
と
か
ら
、
未
国
艦
隊
に
ま
つ

日

記

に

反

映

さ

れ

て

い

る

。

以

そ
の
記
述
で
あ
る
。

、4

一
、
ふ
，
3
）
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，
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、
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＇
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L
 

E
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、
,
~

)ー
7
‘
l
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巴
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ノ
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し
｀
ぎ
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，

‘

、

0

rj
ぬ，；
rぞ
う
‘

)

，

'

 

'

]

＋

｛

 

り

ニ
八
五
四
）
＂
9
9
,

：

|

り
よ
入
，
，
こ
、
'

c

l

 

ヽ

ぃ'
J

t‘, 

と
虔

そ
の
他
「
パ
リ

と
記
さ
九
て
い
る
。

、T

）
こ
し

ご
の
限

九
月
廿
三
日

g

1 

の

ら
＼
よ
り

ぷ

ヽ

‘h

ケ -
j
 

一
喜
永
六
年
九
月
二
十
三
日

平
直
足
あ
て

マ
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〈
黒
船
〉

と
い
う
言
葉
は

報
源
で
あ
っ
た
瓦
版
に
目
を
向
け
て
も
、

確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
『
異
国
舶
渡
来
記
神
洲
泰
平
鑑
』
32

は
幕
末
に
表
題
が
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
題
名
に
〈
黒
船
〉
で
な
<
[
異
国
舶
」
と
い

う
言
葉
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
言
業
と
同
義
で
あ
る
「
異
国
船
」
を

も
っ
て
ペ
リ
ー
艦
隊
を
眼
差
し
て
い
る
も
の
に
は
「
異
国
船
帰
帆
之

ママ

図
井
魚
之
図
」
33

が
あ
り
r

そ
の
他
「
火
輪
船
」
、
「
上
気
船
」
と
い

う
呼
称
も
見
ら
れ
る
誓
以
上
の
よ
う
な
ペ
リ
ー
の
渡
来
を
報
じ
た

瓦
版
は
、
何
種
類
も
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た
と
い
う
戸
。
几
曲
が
肛

民
の
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
パ
リ
ー
財
肌
昌
い
い
[t

瓦
版
を
日
に
し
た
庶
民
は
〈
黒
船
〉
で
は
な
く
、
「
蒸
気
船
」
や
ロ
ジ

国
船
」
と
い
っ
た
呼
称
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
夜
た

江
戸
の
町
触
書
が
瓦
版
に
さ
れ
た
も
の
で
、
ペ
リ
ー
艦
隊
が
江
戸
内

海
に
入
っ
て
ぎ
た
と
き
の
合
図
や
、
そ
の
際
に
町
火
消
が
控
え
る
場

所
な
ど
が
書
か
れ
た
「
〔
異
国
船
渡
来
に
付
江
戸
町
火
消
駆
付
場
所

逹
書
〕
」

36

に
は
、
「
異
匡
船
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
、
公

に
も
庶
民
に
も
ペ
リ
ー
来
航
船
は
「
異
国
船
」
と
称
さ
れ

f

〈
黒
船
〉

と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
；
ペ
リ
ー
来
航
当
時
の
資
料
を
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、

公
の
段
開
で
も
庶
民
の
段
階
で
も
〈
黒
船
〉
と
い
う
―
-
｀
占
内
＼
i
/

ら
な
か
っ
た
17

。
ペ
リ
ー
来
航
以
前
に
〈
鼠
船
〉
と
い
i
'

いい臼

出
か
あ
り
、
そ
の
船
体
が
累
色
で
あ
っ
た
に
も
剛
わ
、
い
ず
、
｀

図 l 『改正泰平鑑』（大島明秀氏蔵）、全 7丁。折本仕立て。丸印部分に蒸気船

という表記が見える。（丸印は筆者による）。
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お
い
て
は
「
異
国
船
」
や
「
蒸
気
船
」
等
の
言
い
方
が
な
さ
れ
、
〈
黒

船
〉
と
は
称
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
3
8
0

な
お
、
『
海
国
兵
談
』
（
一
七
八
六
）
に
お
い
て
、
〈
黒
船
〉
は
望

ま
し
く
な
い
ロ
シ
ア
の
異
国
船
と
い
う
意
を
含
む
語
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も

『
明
六
雑
誌
」
の
西
周
に
よ
る
論
文
39

や
、
明
治
―
二
年
(
-
八
七
九
）

七
月
四
日
付
『
朝
日
新
聞
』
な
ど
に
、
国
交
や
通
商
関
係
を
持
た
な

ぃ
「
異
国
船
」
を
指
す
用
例
が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
〈
黒
船
〉

と
い
う
言
葉
は
そ
れ
自
体
が
消
滅
し
た
訳
で
は
な
く
、
語
と
し
て
水

面
下
で
浸
透
し
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
異

国
か
ら
の
船
や
不
審
船
を
指
す
語
と
し
て
は
圧
倒
的
に
「
南
蛮
船
」

や
「
異
国
船
」
の
方
が
多
く
、
「
黒
船
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
例
外

的
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
『
言

海
』
(
-
八
八
九
＼
九
一
）
に
「
南
蛮
船
」
の
意
の
み
示
さ
れ
、
「
異

国
船
」
の
語
義
が
無
い
も
の
と
目
さ
れ
る
。

正
保
四
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
事
件
以
降
、
『
言
海
』
の
出
版

ま
で
の
間
に
お
け
る
「
黒
船
」
の
使
用
例
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
一

方
、
『
言
海
』
へ
の
掲
載
を
得
た
こ
と
は
或
る
程
度
認
識
を
見
た
言

葉
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
く
、
ま
た
、
そ
の
場
合
の
語
義
は
、
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
の
「
南
蛮
船
」
で
あ
り
、
通
航
関
係
の
無
い
国
か
ら
来

航
し
た
不
審
な
「
異
国
船
」
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
ペ
リ
ー
来
航
船
と
〈
黒
船
〉

(
l
)
近
代
に
お
け
る
〈
黒
船
〉
の
描
か
れ
方
の
系
譜

ア
脅
威
と
し
て
の
〈
黒
船
〉

少
な
く
と
も
幕
末
•
明
治
初
期
に
は
一
般
的
に
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
が
、
特
別
な
意
味
を
含
ん
だ
用
語
と
し
て

歴
史
叙
述
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
明
治
二
二
年
(
-
八
八
九
）
刊
行

の
『
日
本
帝
国
史
』
が
最
初
と
目
さ
れ
る
40

。
本
書
は
、
神
武
天
皇

即
位
以
前
の
神
代
か
ら
、
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
ま
で
の
歴
史
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
松
井
広
吉
は
、
明
治
一
六
年
に
新
潟
県
長

岡
市
に
所
在
す
る
越
佐
毎
日
新
聞
社
の
記
者
と
な
り
41

、
そ
の
後
、

中
央
新
聞
、
万
朝
報
、
や
ま
と
新
聞
の
記
者
を
歴
任
し
た
42

。
ま
た
、

こ
れ
を
校
閲
し
た
の
は
帝
国
大
学
兼
陸
軍
教
授
を
務
め
た
歴
史
学
者

内
藤
趾
斐
で
あ
っ
た
43

。
該
書
に
お
い
て
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉

は
、
前
述
し
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
②
の
、
ペ
リ
ー
来
航
船
の
み

を
指
す
名
称
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
四
編

第
ニ
―
章
「
罵
船
来
航
」
と
い
う
章
で
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

第
四
編
第
ニ
―
章
「
黙
腑
来
航
」

使
節
べ
な
り
軍
艦
四
艘
を
率
井
テ
浦
賀
二
入
リ
、
通
商
互
市
ヲ

請
フ
、
①
幕
府
諭
ジ

i

四
ぢ
ブ
ジ
文
S
ド
ズ
ン
ド
毛
聴
ガ
ズ
、
'
_
兵

＇
乞
輝
乞
乙
脅
嚇
ズ
'
[
中
略
]
八
月
露
西
亜
ノ
水
師
提
督

ti
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翌
村
ん
軍
艦
二
搭
シ
テ
長
崎
二
来
リ
、
②
逓
商
｀
丁
求
が
＞
：
＇
且
ヅ
，

樺
太
'
/
境
界
ヲ
確
定
七
ゾ
事
ヲ
,
請
[
中
略
]
五
年
正
月

m

再
ビ
丸
艦
ヲ
率
井
テ
来
リ
、
本
牧
ノ
答
書
ヲ
求
ム
、
其
ノ
副
将

あ
だ
む
ず
③
進
ジ
，

f

ア
神
奈
則
二
油
匂
，
＇
直
ヂ

i-
，
江
戸
二
応
ヂ
事

＇
ヲ
沢
セ
ジ
，
ド
巧
，
＇
幕
府
之
引
出
ぶ
、

9

9

あ
だ
む
来
聴
が
ズ
、
覚
二

タ
メ
ニ
仮
館
ヲ
横
浜
二
設
ケ
、
幕
府
開
港
ノ
止
ム
可
ラ
ザ
ル
ヲ

知
リ
テ
之
ヲ
許
サ
ン
ト
欲
ス
[
中
略
]
七
月
彩
艦
ノ
使
節

ti

礼
来
リ
、
将
軍
二
謁
シ
テ
貿
易
ノ
事
ヲ
議
セ
ン
ト
請
フ
、
幕

府
大
二
憂
フ
、

④
ば
ぶ
り
ず
益
ぷ
迎
杞
，
＇
幕
府
拒
必
事
能
パ
ズ
、
四
年
十
月
は

る
り
す
覚
二
江
戸
城
二
入
リ
、
将
軍
家
定
二
謁
シ
、
又
老
中
二

面
シ
テ
44

傍
線
は
渡
来
し
た
外
国
使
節
の
名
、
波
線
は
軍
艦
を
表
す
言
葉
、
破

線
は
威
圧
的
に
描
か
れ
て
い
る
部
分
に
引
い
た
。
傍
線
部
の
順
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

(
E
己
mii

Vasilievich Putyatin)

の
軍
艦
の
来
航
、
再
来
し
た
ペ
リ
ー
と
副
将

ア
ダ
ム
ズ

(
H
e
n
r
y
A
d
a
m
s
)

の
渡
来
、
ハ
リ
ス

(
T
o
w
n
s
e
n
d
H
a
r
 ,
 

ris)

の
来
航
と
い
う
時
系
列
の
順
に
、
日
本
に
通
商
を
迫
っ
た
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
使
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
破
線
部
①
か
ら
は
、
ペ
リ
ー
が
「
兵
ヲ
擁
シ
テ
脅
嚇
」
し

た
と
い
う
よ
う
に
、
威
圧
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次

に
、
破
線
部
②
は
、
ロ
シ
ア
の
使
節
で
あ
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
通
商

の
要
請
と
樺
太
の
境
界
を
定
め
る
た
め
に
来
日
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
再
来
に
お
け
る
破
線
部
③
の
記

述
に
は
、
ペ
リ
ー
の
み
な
ら
ず
、
副
将
ア
ダ
ム
ズ
が
強
引
な
態
度
で

幕
府
と
交
渉
す
る
こ
と
を
求
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。
最
後
の
破
線
部

④
で
あ
る
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
時
の
使
節
ハ
リ
ス
に
つ
い
て
は

「
は
る
り
す
益
々
迫
ル
、
幕
府
拒
ム
事
能
ハ
ズ
」
と
い
う
よ
う
に
、

強
硬
な
態
度
で
通
商
を
迫
り
、
幕
府
に
圧
力
を
か
け
た
人
物
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
全
て
の
外
国
使
節
が
幕
府
に
圧
力
を

か
け
た
も
の
と
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
全
て
の
渡
来
船
に
兵
艦
を
指
す

「
艦
」
と
い
う
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
船
も
軍
艦

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
章
題
に
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
が

あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
松
井
の
言
う
〈
黒
船
〉
と
は
ペ
リ
ー
艦

隊
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
四
か
国
条
約
を
締
結
し
た
イ
ギ
リ

ス
と
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
は
言
及
が
な
い
も
の
の
、
幕
末
期
に
渡
来
し
、

幕
府
に
通
商
を
迫
っ
た
外
国
の
軍
艦
の
総
称
を
述
べ
た
も
の
と
言
え

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
こ
そ
〈
黒
船
〉
は
ペ
リ
ー
艦
隊
の
み

を
指
す
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
『
日
本
帝
国
史
』
で
は
よ

り
広
い
意
味
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
用
い
方
は
、
い
わ
ゆ
る
「
開
国
」
前
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
ロ
シ
ア
は
通
航
の
無
い
「
異
国
」
と
い
う
認
識
か
ら
、
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の
用
例
が
残
存
し
て
い
た
こ
と

こ
れ
を
意
味
す
る
近
世
の
〈
黒
船
〉

に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
、
ペ
リ
ー
艦
隊
を
含
め
た
一
連
の
外
国
船
を
〈
黒
船
〉
と
称

し
て
い
る
記
述
が
あ
る
文
献
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
で
あ
る
福
田

久
松
『
大
日
本
文
明
略
史
』
(
-
八
九
一
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神

代
か
ら
明
治
の
国
会
開
設
ま
で
の
歴
史
や
、
文
明
論
を
第
一
編
か
ら

第
一
三
編
ま
で
に
纏
め
て
お
り
、
近
世
に
お
け
る
史
実
を
比
較
的

淡
々
と
記
し
た
『
日
本
帝
国
史
』
と
異
な
り
、
社
会
進
化
扉
を
川
い

て
徳
川
暮
府
の
政
治
を
否
定
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第

―
一
編
「
近
世
ノ
部
徳
川
時
代
」
の
第
七
章
「
謂
~
来
航
」
に
、
ペ
リ
ー

が
通
商
を
求
め
て
来
航
し
た
こ
と
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
か
臀
人
い
葛
弄

決
定
を
要
求
す
る
た
め
来
航
し
た
こ
と
、
ペ
リ
ー
の
再
庫
5
扉
に
忍

明
が
な
さ
れ
て
い
る
45

。
先
の
『
日
本
帝
国
史
』
と
異
な
り
、
威

□

的
に
交
易
開
始
を
迫
っ
た
ペ
リ
ー
の
説
明
に
特
化
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
に
ま
つ
わ
る
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ハ
リ
ス
に
関
す
る
記
述
は

皆
無
で
あ
る
も
の
の
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
語
が
現
代
の
よ
う
に
ペ
リ
ー

艦
隊
の
み
を
指
し
て
お
ら
ず
、
よ
り
広
い
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る

点
に
お
い
て
『
日
本
帝
国
史
』
と
共
通
す
る
。

同
様
に
広
義
の
〈
黒
船
〉
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
さ
れ
て
い
る
が
、

の

4

の
嵩
橋
健
自
46

等
が
編
纂
し
た
『
中

ぐ
あ
る
。
そ
の
第
四
―
一
章
「
累
糾

が
説
明
さ
れ
て
い
る
c)

本
帝
国
史
』
か
ら
の
引
用
と
同
様
に
、
傍
線
を
渡
来
し
た
外
国
使
節

の
名
、
破
線
を
威
圧
的
に
描
か
れ
て
い
る
部
分
に
引
い
た
。

ペ

ル

リ

亜
米
利
加
合
衆
国
ノ
海
軍
提
督
閾
唱
、
軍
艦
四
艘
ヲ
率
井
テ
、

相
州
浦
賀
二
来
リ
、
国
書
ヲ
江
戸
二
奉
呈
シ
テ
、
通
商
貿
易
ヲ

乞
ハ
ン
ト
告
グ
、
浦
賀
奉
行
戸
田
氏
栄
、
我
邦
ノ
旧
例
ヲ
語
リ
、

①
長
崎
二
於
戸
応
扱
ゼ
ン
，
ぃ
諭
セ
ド
毛
聴
カ
ズ
，
、
恣
二
湾
内
ヲ

測
凰
‘
ハ
:
一
／
‘
[
罰
争
ノ
凰
齊
〗
＇
克
為
す
ぃ
響
言
セ
巾
＇
、
幕
府
大
二
恐

ピ
仙
テ
争
フ
コ
ト
ヲ
モ
ナ
サ
ズ
[
中
略
]
魯
酉
亜
ノ
水
師
提

督
呵
固
国
モ
、
②
軍
艦
二
乗
ジ
一
乙
認
崎
二
翠
丁
、
樺
太
/
境
界

ヂ
定
メ
、
物
貨
ヲ
交
易
セ
ン
コ
ト
ヲ
乞
ピ
タ
リ
、
幕
府
之
二
答

フ
ル
ニ
、
樺
太
ノ
境
界
ハ
、
詳
細
二
検
査
シ
テ
議
定
セ
ン
、
互

印
ノ
コ
ト
ハ
、
国
法
ア
リ
テ
俄
二
改
ム
ル
ハ
ズ
、
天
朝
二
奏
上

シ
、
請
構
二
謀
ラ
バ
、
三
五
年
ヲ
要
ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
ノ
旨
ヲ
以

テ
セ
リ
〔
中
略
]
同
年
正
月
、
虞
唱
再
ビ
軍
艦
六
艘
ヲ
率
井
テ

袖
賀
二
来
リ
、
昨
年
ノ
答
書
ヲ
求
メ
タ
レ
ド
モ
、
幕
府
ノ
容
易

二
決
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ヲ
見
テ
、
③
直
二
江
戸
湾
二
乗
リ
入
レ
、

陪
答
ヲ
霞
ア
、
和
戦
ヲ
沢
セ
ン
ト
迫
リ
,
ヌ
[
中
略
]
安
政
三
年

ハ

ル

リ

ス

七
月
、
米
人
巴
爾
理
斯
卜
云
ヘ
ル
モ
ノ
下
田
二
来
リ
[
中
略
]

①
巴
爾
理
斯
ノ
他
偲
愈
々
急
激
ニ
シ
デ
、
芯
ン
囚
循
決
セ
ザ
ル

ノ

J

バ
、
幕
府
九
二
其
尻
置
二
'
因
シ
ミ
久
リ
ロ
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ペ
リ
ー
艦
隊
の

ヽ
,

0
 

＇ 

て
い
）
’9

の
で
あ
る

の

て

ご
と
き
忍
の
あ
り
」
と

,
3
 

‘,h 

、っ
「、
V
’
図

の
ご

や
「
そ
の
他
門
は
凛
，
心
と
し

で
あ
る
一
方
、
「
そ

。
0
J
 

i
 

之～

し炉
＇

こ
の

い

も

の

の

、

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

＇

三

0
年
当
時
の
ニ
リ
ー
ト
層
に
晋
及
し
て
い
た
こ
と
が
確

~
f
r
 

9

}

1

0

 

i
 

る
。
し
か
し
、

有
賀
長
雄

八

口

'

、

7

Jti
〉)，

J

、V

し
て
は
、

と
き
も
の
あ
り
。

に
閂
す
る

で、
t

]

、
，
 

ぎ
る
。

多
く
の
人
に
そ
の
像

以
下
、
ペ
リ
ー
の
〈
黒
船
〉

は
、
殆
ど
我
国
民
の
脳
中
に
は
一
の
意
味
に

rl)
。
い
わ
ん
や
白
千
丈
り
靡
の
こ
と
き
四
艘
の
黒
糾

8っ
＼

謬
J

る
ワ
シ
ン
ト
ン
の

め
に
来
り
し
も
の
た
る
は
、

々
と
し
て

我
国

そ

そ
の
胞
門
は
凛
々
と
し
て
入
を
成
す
が
ご

そ
の
月
穀
は
餃
々
と
し
て
闘
日
に
輝
く
も

0>
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の
剣
戟
は
咬
々
と
し
て
朝
日
に
輝
く
も
の
あ
り
」
の
よ
う
に
、
夜
明

け
を
連
想
さ
せ
る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
〈
黒
船
〉
が

い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
を
し
て
い
た
日
本
に
渡
来
し
た
「
開
国
」
の
象

徴
と
し
て
描
か
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
読
み
仮

名
が
付
さ
れ
る
な
ど
多
少
形
を
変
え
つ
つ
も
、
第
七
版
ま
で
継
続
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、
そ
の
〈
黒

船
〉
像
が
受
容
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
『
新
日
本
史
』
を
き
っ
か
け
と
し
て
〈
黒
船
〉
と
い
う

言
葉
に
、
脅
威
で
あ
る
と
同
時
に
「
開
国
」
の
象
徴
と
し
て
賛
美
さ

れ
る
べ
き
ペ
リ
ー
来
航
船
と
い
う
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
た
。
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
該
書
の
影
響
を
受
け
て
か
、
明
治
二
十
年
代

中
期
か
ら
四
十
年
代
(
-
八
八
七
＼
一
九
―
二
）
に
か
け
て
、
こ
の

〈
黒
船
〉
像
を
引
き
継
い
だ
書
物
が
次
々
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

イ
脅
威
と
賛
美
が
同
居
す
る
〈
黒
船
〉

賛
美
す
る
内
容
は
日
清
戦
争
(
-
八
九
四
！
九
五
）
あ
た
り
か
ら

増
え
る
傾
向
が
あ
る
。
脅
威
と
賛
美
の
意
味
合
い
を
含
む
〈
黒
船
〉

と
い
う
言
葉
に
ま
つ
わ
る
記
述
は
、
そ
の
初
出
で
あ
る
『
新
日
本
史
』

刊
行
か
ら
五
年
後
の
明
治
二
九
年
(
-
八
九
六
）
、
三
井
銀
行
代
表

取
締
役
を
務
め
た
米
山
梅
吉
が
著
し
た
『
提
督
彼
理
』
に
よ
り
本
格

的
に
普
及
し
た
。
初
版
『
提
督
彼
理
』
に
続
き
、
六
年
後
に
『
提
督

ぺ
る
り
』
(
-
九
0
二
）
を
、
そ
の
後
『
提
督
ペ
ル
リ
』
(
-
九
三
二
）

を
刊
行
し
た
と
い
う
よ
う
に
版
を
重
ね
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
に

読
ま
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
該
書
は
上
編
と
下
編
か
ら
成

り
、
上
編
は
王
に
ペ
リ
ー
が
日
本
に
渡
来
し
た
経
緯
を
記
し
て
お
り
、

ペ
リ
ー
や
ハ
リ
ス
の
お
か
げ
で
日
本
は
「
開
国
」
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
、
米
国
使
節
を
称
え
る
内
容
で
あ
る
。
下
編
は
主
に
ペ
リ
ー

の
経
歴
や
功
労
が
書
か
れ
て
い
る
。
う
ち
、
上
編
の
第
二
章
「
日
本

開
国
の
序
幕
」
、
第
七
章
「
浦
賀
湾
内
の
罵
船
]
に
は
〈
黒
船
〉
に

つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
初
版
『
提
督
彼
理
』
を
用
い
、

そ
の
二
つ
の
章
を
見
て
い
き
た
い
。

〔
前
編
第
二
章
「

8
本
開
国
の
序
幕
」
〕

嘉
永
六
年
六
月
三
日
11
西
暦
千
八
百
五
十
三
年
七
月
八
日
1
1
-

染
の
怪
雲
暁
に
東
海
を
掠
め
て
相
模
の
灘
頭
に
下
る
、
曙
光
已

に
通
し
旭
日
恰
も
昇
て
再
び
昨
日
太
平
の
乾
坤
を
書
出
さ
ん
と

す
る
の
時
。
剌
紺
の
黒
船
其
数
四
紬
櫨
相
望
て
至
る
、
帆
を
張

れ
ど
も
風
の
有
無
は
関
す
る
所
に
非
ず
、
姻
を
吐
き
濤
を
蹴
り

泰
然
と
し
て
八
九
「
ノ
ッ
ト
」
の
速
力
を
以
て
進
む
、
天
銅
＇
晴

朗
，
「
望
⑪
風
末
だ
此
咤
よ
り
街
な
み
ば
な
ぐ
，
、

9
,

山
色
求
光
巽
に

禅
州
秀
麗
⑪
氣
を
，
映
射
見
，
＇
千
秋
⑪
雪
を
戴
ぶ
富
岳
ぱ
高
ぐ
雲

外
に
畔
院
ず
、
夷
使
謄
進
て
陸
に
近
つ
き
52

ペ
リ
ー
艦
隊
渡
来
時
の
様
相
が
、
破
線
部
の
よ
う
に
美
し
い
情
景
描
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写
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
括
目
す
べ
き
は
傍

線
部
の
「
夷
秋
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
を
世
界
の
中

心
と
考
え
、
そ
の
文
化
・
思
想
が
最
も
価
値
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
中
華
思
想
に
お
い
て
、
東
方
の
未
開
国
を
「
夷
」
、
北
方
の
そ

れ
を
「
秋
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
人
を
野
蛮
人
と
卑
し
め
て

い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
華
思
想
由
来
の
言
葉
を
残
し
つ

つ
も
、
米
国
使
節
の
渡
来
を
美
し
い
情
景
描
写
を
も
っ
て
表
現
し
て

い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
章
題
を
改
め
て

眺
め
る
と
、
「
日
本
開
国
の
序
幕
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
章
全
体

の
趣
旨
と
し
て
は
、
〈
黒
船
〉
を
卑
し
め
な
が
ら
も
、
日
本
の
「
開
国
」

の
発
端
と
な
っ
た
と
捉
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

〔
前
編
第
七
章
「
浦
賀
湾
内
の
煎
船
」
〕

闊
闘
既
に
浦
賀
に
入
る
、
而
し
て
当
時
の
光
景
如
何
は
読
者
と

共
に
本
書
の
初
に
於
て
之
を
見
た
り
、
即
ち
海
上
の
艘
瞳
噴
火

山
の
如
く
立
ち
、
其
砲
門
を
開
て
万
一
に
備
れ
と
も
、
之
を
指

揮
し
て
平
和
に
其
使
命
を
成
就
せ
ん
こ
と
を
祈
る
の
提
督
と
、

陸
上
の
半
鐘
矩
火
騒
然
と
し
て
眠
ら
さ
る
の
士
民
と
を
掩
ふ
て

夜
は
来
れ
り
、
其
第
二
日
太
陽
の
東
天
に
上
る
と
共
に
、
煙
霧

漸
く
晴
れ
て
再
ひ
水
陸
の
風
光
を
拭
出
す
53

傍
線
部
に
お
け
る
「
提
督
」
と
は
ペ
リ
ー
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
留
意

す
べ
き
は
、
「
海
上
の
朦
瞳
噴
火
山
の
如
く
立
」
っ
て
威
圧
的
で
あ

る
一
方
で
、
「
平
和
に
其
使
命
を
成
就
せ
ん
こ
と
を
祈
る
」
と
ペ
リ
ー

が
温
和
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
〈
黒

船
〉
が
脅
威
で
あ
る
一
方
で
、
同
時
に
、
ペ
リ
ー
が
日
本
に
「
開
国
」

を
齋
し
た
偉
人
で
あ
る
と
い
う
屈
折
し
た
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
章
を
通
し
て
〈
黒
船
〉

や
ペ
リ
ー
は
、
脅
威
を
与
え
る
存
在
で
あ
る
一
方
で
、
同
時
に
、
日

本
を
「
開
国
」
に
導
い
た
英
雄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
が
こ
の
よ
う
な
ペ
リ
ー
像
を
提
示
し
て
い
る
背
景
に
は
、
日

清
戦
争
で
勝
利
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。
と
い
う
の
も
、
外
務
省

の
官
僚
で
あ
っ
た
藤
田
四
郎
に
よ
る
序
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

米
諸
国
と
修
交
し
て
彼
の
制
度
文
物
を
輸
入
し
以
て
皇
政
維
新

の
大
業
を
完
成
し
爾
来
兵
制
教
育
運
輸
交
通
よ
り
農
工
技
術
に

至
る
ま
て
彼
の
長
を
取
り
我
の
短
を
補
ひ
孜
々
僻
ら
す
以
て
今

日
の
運
郵
を
致
せ
り
彼
の
去
歳
征
清
の
役
に
方
り
戦
勝
の
名
誉

を
宇
内
に
発
揚
せ
る
も
の
余
其
の
決
し
て
偶
然
に
あ
ら
さ
る
を

知
る

「
去
歳
征
清
の
役
」
と
は
、
本
書
刊
行
の
前
年
に
起
っ
て
い
た
日

清
戦
争
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
藤
田
は
、
欧
米
諸
国
と
通
商
を
開

-37-



〈
黒
船
〉
の
出
現
は
「
幕
末
人
士
ノ
心
肝
ヲ
寒
カ
ラ
シ
メ
」
た
と
あ

る
が
、
一
方
で
傍
線
部
の
よ
う
に
、
日
本
と
欧
米
の
親
交
が
間
始
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
欧
米
各
国
と
日
本
が
親
密
な
関
係
を
築

け
た
の
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
か
ら
、
日
本
を
「
間
口
L

乃`

せ
て
く
れ
た
そ
の
国
々
と
の
穀
交
を
深
め
た
い
と
い
い

る
，
さ
ら
に
、
そ
の
恩
人
と
し
て
ペ
ー
'

t
‘
,
 

＞
 

了
~
f

ヽ

＼

始
し
た
お
か
げ
で
日
清
戦
争
に
勝
利
で
き
た
と
謳
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
思
想
が
該
書
に
お
け
る
ペ
リ
ー
来
航
や
、
そ
の
表
象
で
あ

る
〈
黒
船
〉
を
称
賛
す
る
内
容
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
他
、
「
ペ
ル
リ
上
陸
物
語
」
と
の
内
題
を
記
し
、
そ
の

渡
来
を
伝
説
と
見
な
し
て
い
る
平
戸
大
編
『
北
米
合
衆
国
水
師
提
督

ペ
ル
リ
久
里
浜
上
陸
誌
』
(
-
九

0
-
）
は
、

謂
船
ノ
出
現
ハ
幕
末
人
士
ノ
心
肝
ヲ
寒
カ
ラ
シ
メ
テ
北
辺
西
鷹

日
二
警
報
、
ノ
急
ナ
ル
ヲ
キ
ク
ニ
イ
タ
レ
リ
日
本
ノ
門
戸
ヲ
開

ク
ノ
功
ヲ
己
ノ
手
二
収
メ
ン
ト
ス
ル
事
ハ
当
時
欧
半
各

ITI)／
希

望
ナ
リ
而
シ
テ
此
貴
重
ナ
ル
任
務
ハ
西
半
球
ナ
ル
ニ
詞
八
ノ
戸

二
委
不
ラ
レ
テ
遂
二
平
和
ノ
間
二
其
功
ヲ
成
ス
事
ヲ
胄
グ
い
別

永
六
年
六
月
九
日
ハ
此
大
業
ガ
ナ
サ
レ
タ
リ
シ
日
ニ
ン
テ
叫
~

君
子
国
ノ
青
年
ガ
西
方
君
子
国
ノ
紳
士
卜
共
二
手
ヲ
携
ヘ
テ
競

厚
ナ
ル
交
ヲ
始
メ
タ
ル
時
ナ
リ
54

鳳
九
．^ 

し・、..

る
こ
と
が
波
線
部
に
表
れ
て
い
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
「
開
国
」

の
象
徴
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
の
渡
来
に
対
し
て
は
脅
威
の
意
味
合
い

よ
り
も
、
賛
美
す
る
性
格
の
方
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

上
記
の
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
は
明

治
四
十
年
代
以
降
も
み
と
め
ら
れ
る
。
『
中
学
世
界
』
は
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
の
総
合
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
三
宅
雪
嶺

が
編
集
に
携
わ
っ
た
雑
品
で
あ
る
が
、
以
下
に
引
用
し
た
桑
原
雷

よ
油
賀
の
黒
船
」
（
『
中
学
世
界
]
第
一
五
巻
第
一
号
、

に
お
い
て
も
、
〈
黒
船
〉
は
威
圧
的
に
描
か
れ
る
と
同

て
い
る
の
で
あ
る
。

三
友
遠
方
よ
り
来
る

ヵ

は

じ

め

べ

い

こ

く

す

ゐ

し

て

い

と

（

き

か

ん

初
の
米
国
水
師
提
督
ペ
ル
リ
は
旗
艦
サ
ス
ケ
ハ
ン
ナ
以
下
ミ

と

う

せ

き

か

ん

た

い

ン
シ
ッ
ピ
ー
、
プ
リ
マ
ウ
ス
、
サ
ラ
ト
ガ
等
の
六
隻
の
艦
隊
を

ひ

き

ぐ

わ

っ

か

す

な

は

わ

が

図

え

い

ね

ん

ぐ

わ

っ

か

率
ひ
、
〔
中
略
]
七
月
八
日
叩
ち
我
嘉
永
六
年
の
六
月
三
日

こ

こ

と

う

ぎ

や

う

わ

ん

の

ぞ

う

ら

が

て

い

は

（

午
後
哀
京
湾
を
覗
い
て
浦
賀
に
碇
泊
し
た
。

ナ

、

ま

う

し

き

え

ど

レ

ト

じ

わ

わ

か

げ

め

冒
の
影
が
目
に
と
ま
る
や
、
警
報
は
連
り
に
江
戸
に
飛

9

ヽ

う

ぶ

は

い

か

り

お

ろ

て

い

と

く

ん
だ
。
い
よ
／
＼
国
訊
門
か
錨
を
下
す
と

□

F

略
]
提
督
ペ
ル

リ
は
璽
目
の
コ
レ
ナ
ー
大
討
と
弦
門
に
応
接
さ
せ
て
叫
は
し

べ
い
こ
く
か
ん
た
い
ら
い
か
う
も
（
て
き
し
ん
す
い

f
)

も

う

よ

あ

お

た

め

た
。
米
国
艦
隊
来
航
の
目
的
は
薪
水
の
御
給
与
を
仰
ぐ
為
で
は

｝

う

り

や

う

た

い

せ

つ

統
伯
ピ
ル
モ
オ
ー
ル
、
ミ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
大
切
な

た

め

ぶ

ぎ

や

う

ち

よ

く

せ

つ

め

ん

く

わ

い

さ

の
為
で
あ
る
か
ら
、
奉
行
直
接
に
面
会
す
る
か
、
左
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も
っ

の
よ
、
つ
に
パ
リ
r1,

一
ご
喜
ぱ
し
い
、
歓
〉

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
友
」
で
'

び
な
が
ら
ら
脅
威
と
し
て
袖
い
て
い
る
点
に
、

か
け
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
日
本
旦

゜
又～

ペ、

リ
I 

二
郎
『
新
日
本
史
』

ら
四
十
年
代
に
か
け
て
普
及
し
と
と

.. -
一

サ：｝
d 

の
中
で
、
ペ
リ
ー

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

、
/
）
-

f

q

、;
り〉

ご、
1

‘

1

i

j

ー
し
「
'
/

べ
き
事

ニ
に
日
＜
袢
功
皇
后
の

一

、
＼
 

.,‘ノ

-＼を

て
］
rl

碍
叫
リ
の
玉
来
航
は
音
国
を

し
て
分
日
あ
る
に
至
ら
し
め
こ
る
慰
端
な
れ
ば
な
い
炉

の
み
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ペ
リ
ー
の
渡
来
を
歴
史
上
重
要
な
出
来
事
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ

の
お
か
げ
で
現
在
の
日
本
が
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
明
治
四
一

年
当
時
の
日
本
は
日
清
・
日
露
戦
争
後
で
、
産
業
革
命
が
進
み
つ
つ

あ
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
て
か
、
ペ
リ
ー
来
航
が

「
開
国
」
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
凡
言
を
始
め
、
該

書
は
全
体
と
し
て
日
本
の
近
代
化
を
齋
し
た
ア
メ
リ
カ
を
賞
賛
す
る

内
容
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
ペ
リ
ー
の
渡
来
は
特
に
賛
美
す

べ
き
も
の
と
し
て
眼
差
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
様
に
脅
威
の
意
味
を
排
除
し
て
い
る
例
が
、
ペ
リ
ー
が

著
述
し
た
『
日
本
遠
征
記
』
の
鈴
木
周
作
訳
『
ペ
ル
リ
提
督
日
本
遠

征
記
』
(
-
九
―
二
）
の
序
文
に
確
認
で
き
る
。

顧
れ
ば
弘
化
嘉
永
の
交
、
外
船
頻
に
北
辺
南
陸
に
出
没
し
、
開

国
の
気
運
は
漸
く
塾
せ
し
と
雖
も
、
真
に
和
親
通
商
を
眼
目
と

し
、
平
和
と
新
厚
と
を
以
て
我
に
臨
み
し
北
米
合
衆
国
の
ご
と

き
も
の
他
に
其
の
国
あ
り
し
か
。
或
は
恐
る
、
常
時
若
し
敵
意

ぁ
る
他
国
の
来
つ
て
、
初
め
て
我
鎖
国
の
鍵
に
手
を
触
れ
な
ば
、

急
転
打
撃
、
兵
火
遊
り
、
遂
に
及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
の
条
件
を
以

て
国
を
開
く
の
巳
む
を
得
ざ
る
に
至
り
し
を
。
然
る
に
事
絃
に

至
ら
ず
し
て
、
浦
賀
の
砲
声
は
日
本
開
国
の
第
一
祝
砲
と
な
り
、

神
奈
川
条
約
亦
其
の
先
恥
と
な
り
、
是
よ
り
濠
西
の
文
物
陸
続

と
し
て
入
り
来
り
、
遂
に
今
日
の
国
運
隆
々
の
素
因
を
な
し
し

も
の
、
此
の
点
に
於
て
吾
人
日
本
国
民
が
合
~
国
に
負
ふ
所
亦

勘
少
な
ら
ず
と
謂
ふ
べ
し

傍
線
部
よ
り
、
ペ
リ
ー
を
派
遣
し
、
日
本
を
「
開
国
」
さ
せ
て
く
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
お
か
げ
で
、
近
代
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
思
い
が
読
み
取
れ
る
。
特
に
「
浦
賀
の
砲
声
は
日
本
開
国
の
第
一

祝
砲
と
な
り
」
と
の
表
現
が
な
さ
れ
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
渡
来
が
祝
う

べ
き
文
明
の
夜
明
け
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
日
本
遠
征
記
』
序
文
や
『
日
米
交
渉
五
十
年
史
』

を
契
機
と
し
、
ペ
リ
ー
艦
隊
へ
の
眼
差
し
が
称
賛
を
帯
び
た
も
の
と

な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
〈
黒
船
〉
も
同
様
の
意
識
で
描
か
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
あ
る
。

完
全
に
脅
威
の
意
味
を
排
除
し
、
ペ
リ
ー
艦
隊
を
〈
黒
船
〉
と
い

う
言
葉
を
用
い
て
賛
美
し
て
い
る
も
の
の
初
出
は
、
日
本
陸
軍
の
軍

属
で
あ
っ
た
櫻
井
省
三
の
演
説
を
記
録
し
た
『
黒
船
艦
隊
渡
来
の
真

相
』
(
-
九
一
三
）
と
見
ら
れ
る
。
櫻
井
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

終
に
目
的
地
な
る
浦
賀
沖
に
到
着
せ
り
、
此
日
は
海
上
霧
深
く

し
て
應
尺
を
弁
ぜ
ざ
り
し
が
、
艦
隊
投
錨
の
頃
に
到
り
、

恰
も
霧
馨
れ
て
湾
内
晴
朗
、
俄
然
四
隻
の
闊
~
の
湾
内
に
並
列

す
る
を
見
る
58
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「
海
上
霧
深
く
し
て
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
を
し
て
先
行
き

が
見
え
な
か
っ
た
日
本
を
、
ペ
リ
ー
艦
隊
が
文
明
の
光
に
導
く
こ
と

で
「
霧
馨
れ
て
湾
内
晴
朗
」
に
し
た
こ
と
か
ら
、
〈
黒
船
〉
が
「
開
国
」

の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ

は
以
下
の
文
章
に
も
表
れ
て
い
る
。

浦
賀
の
砲
声
は
日
科
開
国
の
第
一
祝
砲
と
な
り
、
是
れ
よ
り
泰

西
の
文
化
は
恰
も
水
の
卑
き
に
就
く
が
如
く
、
淫
々
と
し
て
輸

入
さ
ら
れ
、
遂
に
今
日
に
於
け
る
国
運
隆
昌
の
素
因
を
な
し
、

も
の
、
こ
れ
米
国
の
賜
と
云
は
ん
も
、
強
ち
不
当
に
あ
ら
ざ
ら

ん
、
此
の
点
に
於
て
吾
人
日
本
国
民
が
合
衆
国
に
負
ふ
所
亦
勘

少
な
ら
ず
と
謂
ふ
べ
し
、
爾
来
米
国
人
は
常
に
我
に
同
情
を
寄

せ
、
吾
人
も
亦
米
国
に
対
し
て
夙
夜
感
謝
の
意
を
表
す
る
は
、

即
ち
之
が
為
め
な
り
59

先
に
紹
介
し
た
『
ペ
ル
リ
提
督
日
本
遠
征
記
』
序
と
同
様
の
「
浦
賀

の
砲
声
は
日
本
開
国
の
第
一
祝
砲
と
な
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
書
で
も
ペ
リ
ー
来
航
船
の
渡
来
が
喜
ば
し
い
も
の
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
米
国
の

賜
と
云
は
ん
も
、
強
ち
不
当
に
あ
ら
ざ
ら
ん
」
と
い
う
文
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
「
開
国
」
や
そ
れ
に
伴
う
発
展
は
、
日
本
自

身
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
称
賛
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
が
、
川
副
佳
一
郎

『
国
民
の
新
智
識
ア
メ
リ
カ
講
話
』
(
-
九
一
九
）
で
あ
る
。
本
書
は
、

ア
メ
リ
カ
の
建
国
以
降
の
歴
史
を
中
心
に
、
地
理
、
物
語
等
を
編
集

し
た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

み
と
め
ら
れ
る
。

由
来
ア
メ
リ
カ
は
自
由
の
国
、
工
芸
の
国
、
発
明
の
国
で
あ
り

ま
す
。
日
本
の
国
民
が
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
よ
っ
て
、
乃
至

ア
メ
リ
カ
の
国
民
に
依
つ
て
教
え
ら
る
、
こ
と
は
、
決
し
て
少

く
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
現
に
、
日
本
今
日
の
文
明
が
、
嘉
永

年
間
に
於
け
る
ペ
ル
リ
の
浦
賀
訪
問
に
負
ふ
所
の
大
な
る
一
事

は
、
何
人
も
認
め
て
疑
は
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
60

ペ
リ
ー
を
派
遣
し
、
日
本
を
近
代
化
へ
導
い
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
を

賛
美
す
る
内
容
で
あ
る
が
、
特
に
傍
線
部
か
ら
「
開
国
」
の
発
端
を

齋
し
た
人
物
と
し
て
ペ
リ
ー
を
称
賛
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
次
の
第
二
三
章
「
ペ
ル
リ
の
胴
~
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
〈
黒

船
〉
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

が

つ

し

う

こ

く

て

い

と

（

＇

‘
,
h
?
す
・
9
そ

う

ひ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
提
督
ペ
ル
リ
が
、
黒
船
数
艘
を
引
き
つ
れ

て
、
即
，
｀
距
ぺ
餌
り
ま
し
た
→
事
が
、
記
訳
を
し
て
が
記
〗
な

,

"

)

じ

と

ま

、

と

ぐ

じ

じ

ら
し
む
る
糸
口
と
な
っ
た
事
実
は
、
皆
さ
ん
御
存
知
の
通
り
で

-41-



傍
線
部
の
記
述
か
ら
、
ペ
リ
ー
の
お
か
げ
で
日
本
は
文
明
国
と
な
っ

た
と
い
う
認
識
が
人
口
に
謄
災
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ

う
に
、
大
正
期
に
は
ペ
リ
ー
の
威
圧
的
な
面
が
排
除
さ
れ
、
日
本
を

近
代
化
へ
導
い
て
く
れ
た
英
雄
で
あ
る
と
み
な
す
と
共
に
、
〈
黒
船
〉

と
い
う
言
棄
は
賛
美
す
べ
き
「
開
国
」
の
象
徴
と
し
て
晋
及
し
た
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

に

つ

ぽ

ん

こ

ん

に

ち

米
国
使
節
で
あ
る
ペ
リ
ー
が
「
日
本
を
し
て
今
日
な
ら
し
む
る
」
と

捉
え
て
お
り
、
日
本
自
身
で
「
開
国
」
し
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
認

識
が
あ
る
点
で
あ
る
。
賛
美
し
な
が
ら
も
劣
等
感
を
抱
く
と
い
つ
こ

の
屈
折
し
た
感
情
が
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
の
背
後
に
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
賛
美
す
る
記
述
一
色
に
榮
ま
っ

た
訳
で
は
な
く
、
矢
野
道
雄
『
日
本
全
史
』
は
、
再
び
〈
累
船
〉

A

脅
威
と
し
て
捉
え
、
ペ
リ
ー
艦
隊
以
外
に
も
日
本
に
「
開
国
」
を
姐
っ

た
外
国
船
の
総
称
と
し
て
揺
い
て
い
る
62

。
こ
の
よ
う
な
例
外
は
あ

る
が
、
大
正
期
に
は
脅
威
と
し
て
の
描
か
れ
方
は
陰
を
潜
め
て
お
り
、

該
書
を
除
い
て
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
脅
威
と
賛
美
の

靡
味
を
含
む
〈
黒
船
〉
の
記
述
も
見
当
た
ら
な
か
っ
と
｝
’
ピ
か
い
，

当
時
は
脅
威
の
意
味
を
排
除
し
、

た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
り
ま
す
61

,Iり

こ
れ
よ
り
、
し
て
の
〈
黒
船
〉
」
、
「
脅
威
と
賛
美
が
同
居

す
る
〈
黒
船
〉
」
、
「
賛
美
き
れ
る
〈
黒
船
〉
」
の
順
に
新
た
な
揺
き
方

が
硯
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
変
遷
す
る
の
で
は
な
く
、
主
流
を
変
え
つ

つ
併
存
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
学
術
用
語
と
し
て
の

と
こ
ろ
で
〈
黒
船
〉
と
呼
称
さ
れ
ず
、
一
見
、
何
の
意
味
も
付
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
ペ
リ
ー
釆
航
船
の
記
述
も
あ
る
。
帝
国

大
学
兼
陸
軍
敦
授
を
務
め
入
屈
史
亨
者
内
藤
趾
畏
を
始
め
と
す
る

国
史
学
者
が
校
口
に
撓
わ
っ
た
小
林
鐵
之
輔
『
大
日
本
帝
国
全
史
』

一
八
九
二
）
に
は
、
〈
黒
船
〉
と
書
か
れ
て
い
な
い
63

。
第
二
高
等

y
1
校
謹
い
で
、
．
屈
史
学
者
で
あ
る
齋
藤
阿
具
が
著
し
た
『
西
力
東
侵

内
」
〔
―
八
九
八
）
に
も
、
〈
黒
船
〉
で
な
＜
‘
[
軍
艦
」
と
表
記
さ

仇
叉
し
る
0
1
0

平
6

た
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
編
『
日
本
海
上
史
論
』

二
九
―
-
）
は
、
文
科
大
学
教
授
の
辻
善
之
助
や
京
都
帝
国
大
学

文
科
大
学
教
授
の
内
田
銀
蔵
と
い
っ
た
当
時
一
流
の
国
史
学
者
の
諸

諭
考
か
ら
成
る
が
、
該
書
に
お
い
て
も
〈
黒
船
〉
の
記
述
は
な
い
。

以
下
の
よ
う
に
、
「
蒸
気
船
」
や
「
汽
船
」
と
い
う
よ
う
に
ペ
リ
ー

来
航
船
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

止
八
四
四
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
汽
船
大
洋
航
行
の
時

つ
て
か
ら
、
間
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
日
本
の
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識
者
の
一
分
に
於
て
は
、
そ
れ
よ
り
し
て
世
界
は
ま
た
昔
の
世

界
で
な
い
こ
と
を
朧
気
な
が
ら
感
ず
る
や
う
に
な
っ
た
。
所
へ

「
ペ
ル
リ
」
が
来
た
。
威
風
堂
々
と
し
て
来
た
、
さ
う
し
て
網

知
船
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
実
物
に
よ
っ
て
示
し
た
。
幕

末
当
路
の
政
治
家
が
開
国
を
敢
て
す
る
こ
と
に
決
意
し
た
の

は
、
色
々
の
因
由
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
此
の
潤

脳
航
行
の
実
現
に
よ
っ
て
、
世
界
交
通
の
有
様
が
変
り
、
最
早

ド
ウ
と
し
て
も
永
く
旧
慣
を
墨
守
す
る
訳
に
は
参
ら
ぬ
と
自
覚

し
た
こ
と
も
、
与
つ
て
頗
る
力
あ
る
こ
と
と
認
め
ら
れ
ま
す
65

時
代
が
下
っ
て
、
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科
教
授
の
中
村
孝
也
が

著
し
た
『
江
戸
幕
府
鎖
国
史
論
』
(
-
九
一
四
）
は
、
「
米
使
の
渡
来

せ
る
66

」
と
の
み
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
も
〈
黒
船
〉
は
登
場
し

な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
国
史
学
者
が
著
し
た
歴
史
書
に
は
〈
黒
船
〉

と
い
う
表
記
が
な
く
、
ペ
リ
ー
艦
隊
に
つ
い
て
も
特
に
意
味
が
付
さ

れ
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
史
学
者
の
著
し
た

国
史
学
に
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
の
例
が
な
い
と
共
に
、
ペ
リ
ー
艦

隊
が
意
味
付
け
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
淡
々
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
語
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
は
国
史
学
に
お
け
る
学
術
用
語
で
は

な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
背
景
に
は
、
近
代
の
国
史
学
が
史
料
批
判
を
重
視
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代
歴
史
学
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
手

法
は
、
明
治
二

0
年
(
-
八
八
七
）
二
月
に
ド
イ
ツ
帝
国
よ
り
帝
国

大
学
に
招
聘
さ
れ
た
リ
ー
ス
が
伝
え
た
実
証
主
義
を
用
い
る
方
法
で

あ
る
。
以
前
か
ら
日
本
に
は
史
料
批
判
を
基
に
歴
史
を
叙
述
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
67

、
リ
ー
ス
が
帝
国
大
学
文
科
大
学

に
創
設
さ
れ
た
史
学
科
の
中
心
者
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
格
的

に
一
次
史
料
を
基
に
叙
述
す
る
歴
史
科
学
が
移
入
さ
れ
た
。
そ
の
二

年
後
の
六
月
に
は
同
大
学
に
国
史
学
科
が
創
設
さ
れ
、
続
い
て
そ
の

五
か
月
後
に
史
学
会
が
リ
ー
ス
の
指
導
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
こ
と

で
68

、
文
献
実
証
主
義
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
歴
史
学
に
お
け
る
最

新
の
研
究
法
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
。
つ
ま
り
、
ペ
リ
ー
来
航
に

ま
つ
わ
る
一
次
史
料
に
〈
黒
船
〉
と
い
う
語
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、

国
史
学
者
が
こ
の
言
葉
を
学
術
用
語
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
〈
黒
船
〉
と
い
う
語
を
歴
史
の
描
写
に
持
ち
出
し
、

さ
ら
に
意
味
付
け
ま
で
行
っ
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
携
わ
る
人

を
除
い
た
近
代
〈
日
本
人
〉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

明
治
二
二
年
か
ら
二
四
年
(
-
八
八
九
＼
九
一
）
に
上
梓
さ
れ
た

『
言
海
』
に
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
を
播
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は

南
蛮
船
な
ど
江
戸
時
代
以
前
の
諸
外
国
の
大
型
船
を
意
味
す
る
説
明

の
み
が
認
め
ら
れ
、
ペ
リ
ー
来
航
船
を
指
す
現
在
の
よ
う
な
記
述
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
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語
が
ペ
リ
ー
艦
隊
を
指
す
よ
う
に
な
る
時
期
と
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
こ
の
言

葉
を
巡
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
着
目
し
つ
つ
分
析
を
行
っ
た
。

〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
の
最
も
早
い
時
期
の
用
例
と
し
て
は
、
豊

臣
秀
吉
が
発
布
し
た
「
伴
天
連
追
放
令
」
(
-
五
八
七
）
が
挙
げ
ら
れ
、

浸
水
や
腐
食
を
防
ぐ
た
め
の
ピ
ソ
チ
が
塗
ら
れ
た
、
船
体
が
黒
い
南

蛮
船
を
指
し
た
。
し
か
し
、
正
保
四
乍
の
ぷ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
航
事

件
を
境
に
、
語
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
の
使
用
は
減
少
し
た
が
、
使
用

例
か
ら
は
、
南
蛮
船
と
い
う
従
来
の
語
義
と
並
行
し
て
、
通
航
の
無

い
「
異
国
船
」
を
含
む
言
葉
に
変
化
し
た
可
能
性
が
み
と
め
ら
れ
た
。

上
記
の
語
の
使
用
状
況
は
ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
航
し
た
時
代
も
変
わ

ら
ず
、
公
文
書
や
、
書
簡
、
日
記
、
そ
し
て
庶
民
に
享
受
さ
れ
た
瓦

版
に
も
、
ペ
リ
ー
来
航
船
を
指
す
言
葉
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
は
召
揚

し
な
い
。
つ
ま
り
、
前
時
代
か
ら
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
、

ま
た
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
船
体
に
は
い
ず
れ
も
浸
水
・
腐
食
防
止
附
の

チ
ャ
ン
が
塗
ら
れ
黒
色
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
幕
末
の
時
点
で

は
公
に
も
庶
民
に
も
ペ
リ
ー
来
航
船
が
〈
黒
船
〉
と
称
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
末
や
明
治
初
期
に
お
い
て
大
々
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
〈
鸞
鉛
，
し
い
}
‘
ー
‘
g
^
，笠，
IJ
ず
る
の
は
、
明
治
ニ
―
一
年

□

八

八

几

川

IJ
ぃ
札
JI'仏
L
!

『
日
本
帝
国
史
』
で
あ
る
が
、
こ

こ
T

日

11↑
1
J
I
カ
か
か
け
て
「
闘
国
」
を
宴
求
し
た
口
州
の
外

国
の
軍
艦
を
総
じ
て
言
う
も
の
で
あ
り
、
ペ
リ
ー
艦
隊
を
直
接
指
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
義
務
教
育
で
は
な
い
も
の
の
、
明
治

三
0
年
(
-
八
九
七
）
刊
行
の
中
学
校
用
の
教
科
書
に
も
同
義
の
〈
黒

船
〉
と
い
う
言
葉
が
記
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
明
治
―
―

1
0
年

当
時
の
エ
リ
ー
ト
層
に
普
及
し
た
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
に
お
け
る

共
通
の
認
識
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
に
刊
行

さ
れ
た
敦
科
書
に
は
、
？
て
の
言
葉
が
一
切
み
と
め
ら
れ
な
い
。
後
に

文
献
実
証
主
義
の
手
法
を
取
り
入
九
た
屈
史
学
の
成
果
が
教
科
書
に

反
映
さ
れ
た
こ
と
か
、
そ
の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ペ
リ
ー
猛
隊
の
み
を
指
し
て
〈
黒
船
〉
と
称
す
る
文
献
の
初
出
は
、

明
治
二
四
年
(
-
八
九
一
）
刊
行
の
竹
魃
与
三
郎
『
新
日
本
史
』
で

あ
る
。
本
書
に
お
け
る
〈
里
＂
船
〉
と
い
う
言
葉
は
、
脅
威
の
意
味
を

砂
し
つ
？
も
、
ペ
リ
］
来
航
船
を
開
国
の
象
徴
と
し
て
賛
美
す
る
も

い
で
も
っ
た
。
ま
た
、
短
期
間
に
版
を
七
回
も
重
ね
る
ほ
ど
人
気
を

け
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
〈
黒
船
〉
像
を
受
容
し
た

と
言
え
る
。
こ
う
い
っ
た
称
賛
の
眼
差
し
は
日
清
戦
争
二
八
九
四

＼
九
五
）
あ
た
り
か
ら
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
、
米
山
梅
吉
『
提
督

彼
理
』
(
-
八
九
六
）
に
よ
り
本
格
的
に
普
及
し
、
〈
黒
船
〉
の
惜
か

れ
方
の
主
流
を
占
め
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
ペ
リ
ー
来
航
を
揺
/
よ
っ

i
か

―
つ
は
、
明
治
維
新
か
ら
一
i
+．
年
且J
か
討
過
ー
~

距
誰
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
止
り
、
汀

0) マ―
t

[

、

こ
j,9
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時
代
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
今
―
つ
は
、
日
本
が
日
清
・
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、

西
洋
を
範
と
し
て
帝
国
主
義
を
推
進
す
る
中
で
、
「
劣
っ
た
」
近
世

に
終
止
符
を
打
っ
た
祝
福
す
べ
き
近
代
化
の
表
象
と
し
て
〈
黒
船
〉

と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
、
ペ
リ
ー
来
航
に
「
開
国
」
の
象
徴

と
し
て
の
意
味
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
代
に
な
る
と
、
大
日
本
文
明
協
会
編
『
日
米
交

渉
五
十
年
史
』
(
-
九

0
九
）
や
鈴
木
周
作
訳
『
日
本
遠
征
記
』

（
一
九
―
二
）
の
序
文
で
、
脅
威
の
意
味
を
排
除
し
、
賛
美
さ
れ
て

い
る
ペ
リ
ー
艦
隊
に
ま
つ
わ
る
記
述
が
出
現
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

同
様
の
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
〈
黒
船
〉
が
登
場
し
、
大
正
期

に
普
及
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
見
、
〈
黒
船
〉
来
航
を
近
代
化
の
発
端

と
し
て
単
に
称
え
て
い
る
だ
け
の
も
の
に
見
え
る
が
、
実
は
同
時
に

日
本
自
身
で
「
開
国
」
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
劣
等
意
識
を

内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
描
き
方
が
主
流
で
あ
る
が
、

一
部
例
外
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
「
脅
威
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
」
、

「
脅
威
と
賛
美
が
同
居
す
る
〈
黒
船
〉
」
、
「
賛
美
さ
れ
る
〈
黒
船
〉
」

が
順
に
現
れ
、
新
た
な
描
か
れ
方
を
加
え
つ
つ
、
併
存
し
て
い
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
は
国
史

学
者
に
よ
る
学
術
用
語
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は

歴
史
学
が
近
代
的
学
問
に
脱
却
し
た
こ
と
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
歴

注1

司
馬
遼
太
郎
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
（
『
司
馬
遼
太
郎
全
集
』
第
三
巻
、
文
芸

春
秋
、
一
九
九
六
年
第
七
刷
[
初
版

7
九
七
二
年
]
）
‘
六
O
ー
六
二
貝
o

2

島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』
第
一
部
（
上
）
新
潮
社
、
二

0
0
八
年
第

八
八
刷
（
初
版
一
九
五
四
年
）
、
二
四
頁
。

3

手
塚
治
虫
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』
、
第
二
巻
、
小
学
館
、

一
三
刷
（
初
版
一
九
八
九
年
）
、
一
八
九
ー
一
九
三
頁
。

4

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
一

「
伴
天
連
追
放
令
」
項
、
六
三
一
頁
。

巻
、
加
藤
栄

史
学
者
リ
ー
ス
が
実
証
主
義
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
科
学
と
し
て
の

歴
史
学
を
伝
え
、
国
史
学
者
も
そ
の
手
法
を
基
に
歴
史
叙
述
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
次
史
料
に
現
れ
な
い
〈
黒
船
〉
と
い
う

言
葉
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
は
定
着
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
お
い
て
〈
黒
船
〉
は
、
い
わ
ば
学
問
に
携
わ
る
者
以
外
の
人
々
が

創
造
し
た
物
語
と
言
え
、
近
代
日
本
の
移
り
行
く
社
会
や
対
外
関
係

を
背
景
に
、
近
代
に
お
け
る
人
々
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
が
投
影
さ
れ

た
言
説
だ
と
言
え
る
。
西
洋
を
範
と
し
て
脱
亜
入
欧
を
叫
び
、
明
治

新
時
代
を
称
賛
す
る
中
で
、
近
世
を
「
鎖
国
」
し
た
た
め
に
遅
れ
た

時
代
と
見
な
し
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
近
代
〈
日
本
人
〉

の
精
神
性
が
69

、
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
に
そ
の
鎖
を
打
ち
砕
い
た
「
開

国」
70

の
象
徴
と
い
う
意
味
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
第
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松
浦
家
文
書
、
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
（
安
野
慎
幸
『
バ
テ
レ
ン
追
放
令
』
、

日
本
エ
デ
イ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）
、
一
―
一
四
頁
。
以
下
、

全
て
の
読
点
、
句
点
、
傍
線
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
。
ま
た
、
引
用
文
中

に
お
け
る
旧
字
体
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

6

清
水
絋
一
、
木
崎
弘
美
、
柳
田
光
弘
〔
他
]
編
『
近
世
長
崎
法
訓
史
料

集
』
一
、
天
正
八
年

1
享
保
元
年
、
岩
田
書
院
、
二

0
一
四
年
、
五
四
頁
。

7

龍
掲
『
近
世
長
崎
法
制
史
料
集
』
一
、
九
四
頁
。

8

前
掲
『
近
世
長
防
法
肋
史
朴
集
』
一
、
五
四
頁
。

9

『
犬
子
集
』
巻
第
五
、
秋
下
（
森
川
昭
[
他
]
編
『
初
期
俳
翠
閃
竺
新

日
本
古
典
文
学
大
系
六
九
、
岩
沢
書
店
一
九
九
一
年
）
、
九
八
ー
九
九
頁
。

10

正
保
四
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
事
件
を
記
録
し
た
も
の
に
は
、
「
通

航
一
覧
」
の
他
、
長
崎
聖
堂
書
記
役
の
曰
邊
八
右
衛
門
茂
吉
が
編
集
し
、

明
和
元
年
に
長
崎
奉
行
へ
献
上
し
た
「
長
崎
実
録
大
成
」
が
あ
る
。
「
長

崎
実
録
大
成
」
は
同
年
六
月
二
四
日
に
長
崎
へ
南
蛮
船
二
艘
が
入
褐
し
た

こ
と
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
同
事
件
の
こ
と
で
あ
る
と

見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
通
航
一
覧
」
と
異
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
〈
門
船
〉

で
な
く
、
「
南
蛮
船
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
（
田
邊
八
右
衛
門
茂
吉
編
「
長

崎
実
録
大
成
」
、
第
七
巻
〔
丹
羽
漢
吉
、
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成
〗

正
編
、
長
崎
文
献
叢
書
第
一
集
•
第
二
巻
、
一
八
六
ー
一
八
七
貞
〕
）
。

1
1
長
崎
県
史
編
集
員
会
編
『
長
崎
県
史
』
対
外
交
渉
編
、
吉
川
弘
文
舘
、

一
九
八
六
年
、
二
三
三
頁
。

12

前
掲
『
長
崎
県
史
]
対
外
交
渉
編
、
二
三
七
頁
。

13

山
本
博
文
バ
信
父
と
し
て
の
，
鎮
国
ク
ー
な
ぜ
二
百
年
以
上
の
平
川

が
可
能
だ
っ
た
の
か
ー
氏
、

N
日
K
出
版
、
二

0
一
三
年
、
一
↑

-
}
I
i

日
林
謹
「
圃
航
一
覧
」
、
一
八
五
三
年
（
早
川
純
一
二
郎
編
鼎
尻
い
亨
呼
訓

5
 

第
五
、
図
書
刊
行
社
、
一
九
一
三
年
）
、
緒
言
。

1
5
前
掲
林
麟
「
通
航
一
覧
」
巻
之
百
八
十
六
、
六

0
頁。

1
6
河
村
瑛
子
「
古
俳
諧
の
異
国
観
一
南
蛮
·
黒
船
・
い
ぎ
り
す
•
お
ら
ん

だ
考
」
（
『
国
諸
国
文
』
節
八
―
―
-
＼
一
号
、
四
〇
＼
四
四
頁
）
。
河
村
に
よ
る
と
、

南
蛮
貿
易
を
行
っ
て
い
た
時
代
に
、
南
蛮
船
と
し
て
の
〈
黒
船
〉
は
鉄
砲

を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
脅
威
と
認
識
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
酌
蛮
貿
易
に
お
い
て
戦
国
大
名
は
積

極
的
に
鉄
砲
を
輸
入
し
、
用
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
島
原
・
天

草
一
揆
（
一
六
三
七
＼
三
八
）
に
お
い
て
は
、
熊
府
側
が
原
城
攻
略
の
た

め
に
オ
ラ
／
ダ
か
ら
臼
似
を
借
用
し
て
お
り
、
ま
た
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

い
わ
ゆ
る
「
刀
狩
令
」
発
布
以
降
も
、
近
世
の
農
民
は
害
獣
の
駆
除
の
た

め
に
鉄
翫
を
所
持
し
て
い
た
形
跡
か
あ
る
。

1
7
林
子
乎
原
署
、
杓
岡
訓
嗣
校
訂
『
湘
国
兵
談
』
、
岩
波
書
店
、

―
-
0
0
九
年
第
四
副
（
初
版
一
九
三
九
年
）
、
一
九
頁
。

m
'州
贔
町
触
仙
究
会
『
京
都
町
触
集
成
』
第
―
二
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
介
第
二
刷
（
初
版
一
九
八
六
年
）
。
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江

戸
町
触
集
成
』
第
一
六
巻
〈
自
嘉
永
三
年
至
安
政
二
年
〉
、
塙
書
房
、

!
i
O
O
一
年
。
石
井
艮
助
、
服
籐
弘
司
編
『
癖
末
御
触
書
集
成
』
第
一
＼

五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。
黒
羽
兵
治
郎
編
『
大
坂
町
奉
行
所
御

触
書
総
目
録
』
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
四
年
参
照
。

19

一
八
五
三
＼
一
八
五
五
年
（
嘉
永
六
＼
安
政
二
）
永
青
文
庫
所
蕨
、
熊

本
大
学
付
属
図
書
館
寄
託
（
熊
本
県
立
美
術
棺
編
『
横
井
湘
南
と
小
河
一

印
ー
仇
化
げ
間
を
誠
み
解
<
|
』
、
土
佐
の
龍
馬
、
肥
後
の
小
楠
展
実
行

い
合
、
―

-
0
一
七
年
）
、
三
一
頁
。

戸
田
氏
柔
は
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
に
浦
賀
奉
行
と
な
っ
た
後
、
嘉

叩
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永
六
年
(
-
八
五
三
）
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
の
際
、
首
席
全
権
と
な
る
。
大

垣
藩
か
ら
小
原
鉄
心
の
斡
旋
で
兵
―
―
―

1
0
人
を
率
い
て
国
書
の
交
換
を
し

た
。
（
横
山
住
雄
「
戸
田
氏
秀
」
項
、
安
岡
昭
男
編
『
幕
末
維
新
大
人
名
事
典
』

下
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
二

0
1
0年
、
一
五
六
ー
一
五
七
頁
）
。

21

井
戸
鉄
太
郎
宛
書
簡
集
「
南
浦
書
信
」
乾
坤
、
一
八
五
三
年
四
月

1

―
二
月
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
浦
賀
近
世
史
研
究
会
監
修
『
南
浦

書
信
』
、
未
来
社
、
二

0
0二
年
）
、
六
一
―
-
＼
六
四
頁
。

「
南
浦
書
信
」
は
、
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
直
前
の
窟
永
六
年
四
月
晦
日
か

ら
―
二
月
―
二
日
に
わ
た
る
（
途
中
脱
け
て
い
る
日
あ
り
）
同
地
奉
行
戸

田
伊
豆
守
氏
栄
の
在
府
奉
行
井
戸
鉄
太
郎
（
石
見
守
弘
道
）
へ
の
私
信
集

で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
両
奉
行
の
公
文
書
で
は
な
く
、
戸
田
か
ら
井
戸
へ

の
私
的
な
手
紙
で
あ
る
と
い
う
。
南
浦
書
信
の
原
本
所
在
は
不
明
だ
が
、

該
書
で
紹
介
す
る
乾
坤
二
巻
は
、
大
正
三
年
に
鉄
太
郎
の
孫
に
当
る
達

夫
宅
に
あ
っ
た
も
の
を
、
東
大
史
料
編
纂
所
々
員
が
箪
写
し
た
も
の
で
、

一
九
九
九
年
に
発
見
さ
れ
、
解
読
さ
れ
た
。
乾
は
四
月
か
ら
七
月
、
坤
は

―
一
月
か
ら
―
二
月
の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
前
掲
『
南
浦
書
信
』
、

一
六
三
頁
）
。

2
2
野
島
家
文
書
（
宮
地
佐
一
郎
『
龍
馬
の
手
紙
』
坂
本
龍
馬
全
書
簡
集
・

関
係
文
書
・
詠
草
、

P
H
P
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
。

23

上
田
万
年
監
修
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
第
二
巻
、
名
著
刊
行
会
、

一
九
七
八
年
、
「
色
川
三
中
」
項
‘
―
二
九
六

i
一
三

0
0
頁。

24

古
川
貞
次
、
大
曾
根
章
介
[
他
]
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
弯
岩

波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
「
橘
守
部
」
項
、
一
九
七
頁
。

25

色
川
三
中
「
片
葉
雑
記
」
（
中
井
信
彦
校
注
、
色
川
三
中
著
『
片
葉
雑
記
』

色
川
三
中
黒
船
風
聞
記
、
慶
友
社
、
一
九
八
六
年
）
、
一
五
頁
。

中
央
公
論
新
社
、

二

0
一
六
年
、

2
6
「
米
艦
渡
来
紀
念
図
」
一
巻
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
（
熊
本
県
立
美

術
館
編
『
横
井
湘
南
と
小
河
一
敏
ー
新
出
書
簡
を
読
み
解
く
ー
』
、
土
佐

の
龍
馬
、
肥
後
の
小
楠
展
実
行
委
員
会
、
二

0
一
七
年
）
、
ニ
ニ
頁
。

2
7
「
海
陸
御
固
場
所
附
」
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
、
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
編
『
黒
船
』
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二

0
0
三
年
）
、
二
四
頁
。

28

「
浦
賀
紀
行
図
」
二
巻
、
真
田
宝
物
館
蔵
（
前
掲
、
『
黒
船
』
）
、
二
六
頁
。

29

「
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
図
」
一
巻
二
図
、
井
伊
家
彦
根
藩
文
書
、
彦
根
博

物
館
蔵
（
前
掲
『
黒
船
』
）
、
二
四
頁
。

30

「
外
戎
記
聞
」
高
田
藩
榊
原
家
史
料
蔵
（
田
中
葉
子
、
齋
藤
純
編
『
浦

賀
大
変
ー
か
わ
ら
版
に
み
る
黒
船
来
航
』
、
浦
賀
研
究
所
、
二

0
一
四
年
）
、

五
頁
。

31

「
蒸
気
船
の
図
」
横
浜
市
中
央
図
書
館
蔵
（
前
掲
『
浦
賀
大
変
ー
か
わ

ら
版
に
み
る
黒
船
来
航
』
）
、
一
―
頁
。

32

「
異
国
船
渡
来
記
神
洲
泰
平
鑑
」
印
刷
博
物
館
蔵
（
印
刷
博
物
館
編
『
西

洋
が
伝
え
た
日
本
／
日
本
が
描
い
た
異
国
』
、
凸
版
印
刷
印
刷
博
物
館
、

二
0
0
四
年
）
、
一
〇
八
頁
。

3
3
「
異
国
船
帰
帆
之
図
井
魚
之
図
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
前
掲
『
浦

賀
大
変
！
か
わ
ら
版
に
み
る
黒
船
来
航
』
）
、
四
五
頁
。l

J
u
J
u
J
u
 

34

「
[
ペ
リ
ー
来
航
関
係
瓦
版
綴
り
ご
二
丁
表
に
「
火
輪
船
」
、
「
蒸
気
船

之
図
」
（
横
浜
市
中
央
図
書
館
蔵
）
に
「
上
気
船
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
他
に
ペ
リ
ー
来
航
船
を
描
い
た
瓦
版
に
は
、
「
ア
メ
リ
カ
蒸
気
船
之
図
」

（
品
川
歴
史
博
物
館
蔵
）
や
「
亜
米
利
加
シ
ャ
ウ
キ
船
海
岸
御
固
図
」
（
品

川
歴
史
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
「
黒
船
」
と
い
う
表
記
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

3
5
西
川
武
臣
『
ペ
リ
ー
来
航
』
、
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一
四

0
頁。

36

「
〔
異
国
船
渡
来
に
付
江
戸
町
火
消
駆
付
場
所
達
書
〕
」
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
（
『
浦
賀
大
変
ー
か
わ
ら
版
に
み
る
黒
船
来
航
』
、
三
七
頁
）
。

37

有
名
な
狂
歌
「
泰
平
の
ね
む
り
を
さ
ま
す
正
喜
撰
た
っ
た
四
は
い
で
夜

も
ね
ら
れ
ず
」
は
、
三
谷
博
『
明
治
維
新
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
(
-
九
九
七

年
）
に
お
け
る
第
三
章
の
注
一
に
て
、
三
谷
が
「
泰
平
の
…
…
」
と
時
代

全
体
を
外
か
ら
見
て
い
る
こ
と
が
指
摘
し
、
明
治
以
降
の
作
で
は
な
い
か

と
い
う
説
を
提
唱
し
て
以
降
、
そ
れ
が
有
力
な
説
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
上
記
の
狂
歌
は
扱
わ
な
い
こ
と
と

す
る
。

38

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
国
会
図
書
館
の
目
録
な
ど

で
、
「
黒
船
」
を
題
名
に
含
ん
だ
幕
末
の
資
料
名
が
検
索
で
き
る
が
、
こ

れ
ら
の
表
題
は
後
世
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ペ
リ
ー
が
渡
来
し
た
同

時
代
に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

39

西
周
「
人
世
三
宝
説
三
」
（
『
明
六
雑
誌
』
第
四

0
号
所
収
、

一
八
七
五
年
八
月
刊
行
）
。

40

明
治
一
八
年
校
訂
の
写
本
「
黒
舶
婚
沈
記
」
は
『
日
本
帝
国
史
』
以
前

の
文
献
で
あ
り
、
「
黒
舶
」
を
ク
ロ
フ
ネ
と
読
む
可
能
性
が
あ
る
が
、
確

定
は
出
来
な
い
。
な
お
、
内
容
は
慶
長
一
四
年
(
-
六

0
九
）
に
有
馬
晴

信
が
長
崎
港
内
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
船
を
沈
め
た
こ
と
が
描
か
れ
て
お

り
、
「
黒
舶
」
は
明
ら
か
に
南
蛮
船
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
著
の

成
立
年
代
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

41

松
井
広
吉
「
四
十
五
年
記
者
生
活
』
、
博
文
館
、
一
九
二
九
年
、
二
頁
。

4
2
前
掲
松
井
広
吉
「
四
十
五
年
記
者
生
活
』
、
七
八
＼
二
六
三
頁
。

4
3
松
井
広
吉
『
日
本
帝
国
史
」
、
（
博
文
館
、
一
八
八
九
年
）
の
校
閲
者
は
、

後
に
実
証
王
義
の
方
法
を
用
い
て
歴
史
学
を
研
究
す
る
内
藤
趾
斐
で
は
あ

る
が
、
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
二
二
年
は
帝
国
大
学
に
国
史
学
科
が

創
設
さ
れ
た
年
に
該
当
す
る
の
で
、
内
藤
が
こ
の
時
最
新
の
文
献
実
証
学

を
修
得
し
、
そ
の
眼
を
も
っ
て
校
閲
し
た
と
は
考
え
難
い
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
一
次
史
料
に
な
い
〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
の
で
あ
ろ

つヽ'

44

前
掲
松
井
広
吉
『
日
本
帝
国
史
』
、
三
三
―
!
-
―
一
三
四
頁
。

45

福
田
久
松
『
大
日
本
文
明
略
史
』
、
福
田
久
松
、
一
八
九
一
年
、

二
六
六
ー
ニ
六
九
頁
。

4
6
高
橋
健
自
(
-
八
七
一
ー
一
九
二
九
年
）
は
明
治
か
ら
昭
和
時
代
前
期

に
か
け
て
活
躍
し
た
考
古
学
者
。
銅
鉾
・
銅
剣
の
研
究
に
よ
っ
て
京
都
帝

国
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
『
銅
鉾
銅
剣
の
研
究
』
(
-
九
二
五

年
）
な
ど
の
著
作
は
、
日
本
考
古
学
の
基
本
的
業
績
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
九
巻
、
一
九
八
八
年
、

坂
詰
秀
一
「
高
橋
健
自
」
項
、
五
八
頁
）
。

47

高
橋
健
自
、
武
谷
等
編
『
中
等
国
史
教
科
書
』
、
東
京
図
書
出
版
、

一
八
九
七
年
、
二
三
六

1
三
二
七
頁
。

48

〈
黒
船
〉
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
な
い
教
科
書
と
し
て
は
、
他
に
、
伊

勢
椿
時
中
編
『
小
学
国
史
紀
事
本
末
』
巻
下
、
龍
雲
堂
(
-
八
八
一
年
）

や
、
大
槻
文
彦
『
校
正
日
本
小
史
』
下
、
柳
原
喜
兵
衛
[
他
]
二
八
八
二

年
）
、
山
縣
悌
三
郎
『
小
学
校
用
日
本
歴
史
』
、
山
縣
悌
三
郎
(
-
八
八
八

年
）
、
普
及
舎
編
集
所
編
『
小
学
国
史
』
巻
三
、
普
及
舎
編
集
所
(
-
九
0
0

年
）
、
原
秀
四
郎
『
中
等
国
史
教
科
書
」
、
博
文
館
(
-
九

0
七
年
）
の
第

一
学
年
用
と
第
二
学
年
用
、
高
等
女
学
校
用
の
市
川
源
三
[
他
]
『
国
史

教
科
書
』
下
巻
、
国
光
社
(
-
九

0
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
文
部
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省

二

、

文

部

省

二

九

0
四
平
）
や
‘
'
『
墨
責
ゲ
学

日
本
歴
史
』
二
(
-
九
一

0
王
）
、
支
部
省
『
尋
雷
国
咆
以
科
曽
』
下
在
、

文
部
省
(
-
九
ニ
―
年
）
な
と
と
い
っ
こ
国
定
一
焚
支
賛
戸
宕
に
八
〈
国
，
翫

と
い
う
語
は
硝
認
で
き
な
か
っ
た
。

69

前
褐
『

m
碁
国
史
敦
科
警
』
(
-
八
九
七
年
）
い
屈
の
敦
料
言
に
〈
里
ぶ
5
〉

が
消
え
だ
糎
由
は
、
『
中
等
匡
只
校
訃
拿
l

』
（
一
八
九
凸
年
）
化
版
土
初
は
、

一
瓜
中
員
を
基
に
叙
述
す
る
宍
証
主
義
の
方
怯
が
敦
訃
書
に
反
撃
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
以
砕
は
そ
の
手
怯
ガ
戟
科
書
し
仄
唸
さ
れ
た
か
亡
だ
と

考
え
ち
れ
る
。
第
二
章
二
的
参
照
。

5
0
竹
越
与
三
郎
『
祈
日
オ
史
』
し
登
、
第
四
版
、
／
氏
友
石
、
一
八
九
i

王

襄
哀
紙
裏
。
な
お
冨
2

版
か
ら
第
三
尻
げ
呵
存
状
況
ガ
不
明
て
あ
る
た
め

籾
版
と
同
年
に
刊
行
苔
礼
た
第
四
版
を
使
目
す
る
。

51

薗
褐
竹
鯰
与
三
郎
『
新

□

i

本
史
』
上
巻
、
一
七
頁
。

認
素
山
梼
吉
『
提
督
役
理
』
，
曹
文
喧
、
：
八
九
｛
ノ
年
、
前
渭
七
頁
，

5
3
前
謁
翠
山
椋
吉
『
狐
蒙
彼
涅
』
・
↓
三
四
（
！
三
五
頁
c

詞
平
戸
大
醤
『
出
朱
合
〗
一
パ
旦
水
師
提
督
ぺ
ぃ
リ
入
旦
沢
上
陰
誌
』
、
原
田

l
i
J
、

.
L
I
-

」平
’

9

．
一
（
＇
二
頁
。

日

屈

一

1
で
一
，
―

訪
桑
見
雷
晏
「
間
ヨ
始
末
洞
賀
の
累
伯
」
（
三
乞
雪
髯
、
賢
図
伸
顕

[
他
]
暑
『
中
学
世
界
』
第
一
デ
巻
第
一
号
、
博
文
土
、
一
九
―
二
印
）
、

―
二
0
了
~
―
ニ
ニ
頁
。
'

5
6
孔
予
厨
誓
、
紐
谷
冶
訳
注
『
論
語
』
、
冒
波
書
店
、
一
，
几
九
八
―
土
＇
急

五
九
刷
（
初
庄
一
九
」
ハ
三
年
〗
，
一
七
頁
。

5
7
大
日
本
文
明
協
全
責
『
日
米
交
巴
耳
十
平
史
』
、
大
日
士
ナ
J

明
協
公
｀

i
,
J
L
o
□

)

丸
年
、
一
戸
。

5
8
帳
井
首
三
講
話
『
黒
沿
鍔
尻
謹
乎
の
真
唱
』
、

〔
ド
反

1
F
叩
P]
、

L
L
J
h
i
l
,ふ
-

I'. ：1
 

一
九
一
三
年
匹
『
．
一
、
天
言
。

氾
可
褐
似
芥
吝
三
『
焦
船
般
情
渡
来
の
真
臼
』
、
ニ
ニ
頁
。

6
0
□
f
四
誌
一
孔
冒
喜
〗
訂
智
齊
ア
'
'
，
り
ヵ
甕
語
』
、
東
一
[

一
九
一
九
芝
、
旦
し
か
き
。

6
1
"
i
肛
褐
Jll
副
庄
一
郎
『
国
只
の
新
習
織
ア
メ
ー
カ
警
話
』
＼
八
四
＼
八
七

頁。

6
2
忙
〈
野
心
樅
『
日
・s
全
屯
』
鬼
‘
．
〗
翠
―
-
―
-
墨
一
，
．
新
叉
」
第
一
章
「
黒
船

の
出
汐
と
戸
翌
畑
の
が
腐
」
、
帝
国
史
會
所
完
会
、
一
九
一
六
年
、
四
一
三
一
貞
。

口

小

林

絨

之

輔

『

大
□

本
帝
国
全
史
』
上
之
脊
．
，
心
亨
七
百
丸
、

一
八
九
二
炉
、
ニ
―
二
頁
。
内
底
肛
畏
、
ヰ
玉
右
次
邦
、
飼
條
文
祉
山

口
喜
立
励
、
有
賀
長
雄
が
狡
訂
に
携
わ
っ
た
。

臼
脅
胴
阿
＿
呉
『
一
国
力
文
畳
見
』
皐
港
堂
喜
茫
、
一
八
九
八
年
、
「
八
九
頁
。

6
5
内
日
裏
訊
「
世
界
仏
勢
の
批
移
と
団
目
」
（
日
本
歴
史
池
理
学
芸
編
『
日

ぷ
癒
上
史
論
』
冷
三
省
堂
、
一
九
―
一
年
）
、
二
-
四
r
)

一
ニ
―
五
頁
。

6
5
中
村
孝
巳
『
江
戸
砧
尉
汲
国
立
品
』
、
奉
公
会
、
一
九
四
九
年
＇
、
七
頁
。

可
修
史
局
副
長
の
重
阿
王
拿
ド
(
-
八
二
七
（
I

-

九

1
0
年
）
は
、
餃
し

ぃ
兄
糾
批
月
と
』
・
ム
摩
的
史
実
の
髯
殺
を
行
う
合
坦
的
実
肝
主
羨
の
立
場

で
ふ
い
っ
キ
．
j
o

（
永
灼
正
二
『
g
o
愉
記
日
本
の
一
歴
史
学
』
、
吉
川
弘
文
鯰
、

二
O
C
H
―，、
9

-

四
夏
）
。

応

[
5
酋
―
―
平
(
-
八
八
八
年
）
、
リ
ー
ス
は
渡
辺
洪
基
総
長
の
諮
閂
を

受
け
、
国
史
学
科
新
訊
に
覧
す
―
.a
恙
屁
書
を
提
庄
（
古
文
脊
学
・
歴
史
地

四
学
等
の
匂
助
学
晏
工
尺
/
妻
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
風
の
実
詞
王
羨
匠
史
学
応
輯

賃
詞
奇
宰
設
邑
の
炭
ハ
ー
グ

□

誉
麟
所
婦
の
祖
蘭
出
島
胄
館
日
誌
や

往
復
，
文
書
の
詞
祖
0
竺
等
を
勧
告
）
、
し
国
史
学
料
の
栢
戻
に
貢
献
し

．

尺

一

孟

凸

二

、

一

九

七

六

年

、

四

四

四

＼
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四
四
五
頁
）
。

69

大
島
明
秀
『
「
鎮
国
」
と
い
う
言
説
ー
ケ
ン
ペ
ル
著
・
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖

国
論
』
の
受
容
史
ー
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

0
0
九
年
、
ニ
―
八
頁
。

70

「
開
国
」
も
ま
た
明
治
二

0
年
代
以
降
に
浸
透
し
た
言
説
で
、
「
国
の
開

鎖
」
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
言
葉
に
は
〈
文
明
の
度
合
い
〉
に
関
す

る
眼
差
し
も
含
ま
れ
て
い
る
。
大
島
明
秀
「
「
開
国
」
概
念
の
検
討
ー
言

説
論
の
視
座
か
ら
ー
」
（
『
国
文
研
究
』
第
五
五
号
、
二

0
1
0
年
所
収
）
、

二
九
＼
三

0
頁
。
荒
野
泰
典
「
近
世
の
国
際
関
係
と
「
鎖
国
・
開
国
」
言

説
ー
19
世
紀
の
ア
ジ
ア
と
日
本
、
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
ー
」
（
『
比
較

日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
恨
』
第
一
一
号
、
二

0
1
7
1
:
'
庄

収
）
な
ど
。
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